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平成 25年度事業報告書 

法人の名称 特定非営利活動法人アース・エコ 

１．事業の成果 

（１）特定非営利活動に係わる事業 

① 環境教育・環境学習に関する事業 

・ 学校出前授業：（神奈川県派遣事業・横浜市環境出前講座） 

小学校 9校に合計 15日、35回出前授業を実施した(昨年度 6校 10日、25回)。 

・ 環境教育出前講座フォローアップ事業 

小学校 1校（昨年 1校）を実施し、所定の成果をあげることができた。 

・ 地域環境学習 

横浜市緑区、神奈川区、青葉区、相模原市南区の公共施設 5会場で、計 7日、環境学習を実施し

た。（昨年度 4会場、5日） 

・ その他の事業：(環境教育・環境学習亊業受託実施及び派遣依頼事業) 

なし 

② 普及啓発事業 

5イベントに参加したが、1イベントは雨天中止となる(昨年 5イベント)。多くの人への啓発効果と併

せて、新たなイベント参加や他団体とのネットワーク形成につながるなど、成果をあげることができ

た。 

③ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

横浜市地球温暖化対策推進協議会、さがみはら地球温暖化対策協議会に参加し、普及啓発事業、地域

環境学習事業参加実施の成果を上げることができた。 

２．事業内容 

（１）特定非営利活動に係わる事業 

① 環境教育・環境学習に関する事業 

ア 小・中・高等学校環境教育・環境学習授業：神奈川県環境・エネルギー学校派遣事業出前授業 

（神奈川県学校派遣事業 5校：小田原市立富士見小学校、横浜市立田奈小学校、相模原市立谷口小学校、

三浦市立名向小学校、横浜市中尾小学校） 

・ 内 容 ：地球温暖化対策環境教育（省エネ・新エネ体験・省エネ実践とワークショップ） 

・ 日 数 ：谷口小学校および中尾小学校は 2日実施、富士見小学校、田奈小学校および名向小学

校は 1日実施 

・ 場 所 ：各校の多目的室等 

・ 実施者 ：各回 6～9名、延べ 50名 

・ 対象者 ：小学校 4～6年児童、延べ 327名 

・ 備 考 ：前年度比 1校増 

イ 小・中学校環境教育事業：横浜市環境創造局環境教育出前講座 

（横浜市出前講座実施事業 4校：青木小学校、長津田第二小学校、井土ヶ谷小学校、川上北小学校） 

・ 内 容 ：地球温暖化対策環境教育（省エネ・新エネ体験・省エネ実践とワークショップ） 

・ 日 数 ：各校 2日実施 

・ 場 所 ：各校の多目的室等 
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・ 実施者 ：各回 5～10名、延べ 60名 

・ 対象者 ：小学校 4, 5年児童、延べ 914名 

・ 備 考 ：前年度比 2校増 

ウ 環境教育出前講座フォローアップ事業（1校） 

・ 内 容 ：地球温暖化対策環境教育のフォローアップ 

地球温暖化対策環境教育の成果を実施校単位でCO2排出量削減に反映出来るか、環境委員会等

への学校全体の取り組み支援を実施し、その成果を検証する） 

・ 回 数 ：毎月 1日環境委員会への支援と参加、委員会活動の評価 

・ 場 所 ：横浜市立長津田第二小学校 

・ 実施者 ：各回 1～2名 

・ 対象者 ：環境委員会児童約 20名、担当教員 

・ 備 考 ：長津田第二小学校のフォローアップに関連して同校の「すぎの子まつり」(②ア)に参加

し実施に協力した。 

エ 地域環境学習（省エネ〜エネルギー教室）事業（横浜市緑区、神奈川区、青葉区、相模原市南区） 

・ 内 容 ：省エネの意義、具体的エネルギー体験による省エネ意義の理解と実践行動へ導く環境

教育・学習 

・ 日 数 ：5会場で 7日実施 

・ 場 所 ：横浜市緑区長津田地区センター(2日)、相模原市大野南公民館、横浜市十日市場地区セ

ンター、横浜市藤が丘地区センター(2日)、横浜市白幡地区センター 

・ 実施者 ：各回 5～9名、延べ 50名 

・ 対象者 ：小学校児童とその保護者、延べ 160名 

・ 備 考 ：前年度比 2日増 

オ 環境教育・環境学習亊業受託実施及び派遣依頼事業 

・ 内 容 ：省エネの意義、具体的エネルギー体験による省エネ意義の理解と実践行動へ導く環境

教育・学習 

・ 日 数 ：実施なし 

② 普及啓発事業 

ア 普及啓発イベント参加事業  

・ 内 容 ：パネル展示、エネルギー実験等の体験型・参加型のプログラム、環境活動紹介等 

・ 日 数 ：4会場で 7日実施。 

・ 場 所 ：アジェンダの日 2013(象の鼻パーク、2日)、さがみはら環境まつり 2013(ミウィ橋本イ

ンナーガーデン)、すぎの子まつり(横浜市立長津田第二小学校)、エコプロダクツ 2013(東京ビッ

グサイト、3日)、(緑区民まつり(四季の森公園)は雨天中止) 

・ 実施者 ：各回 1～6名、延べ 28名 

・ 対象者 ：子どもとその保護者、一般市民、約 500人 

・ 備 考 ：前年度比増減なし 

イ 普及啓発事業受託実施及び派遣依頼事業 

・ 内 容 ：行政・自治体・企業・学校・団体等における環境イベント受託実施及び人材派遣 

・ 日 数 ：実施なし 
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ウ ホームページおよびメールマガジンによる普及啓発事業 

・ 内 容 ：ホームページおよびメールマガジンによる地球温暖化防止、アース・エコ活動事例  

紹介等による普及啓発 

・ 日 時 ：ホームページは活動状況に応じ適宜更新、メールマガジンは 24回発行 

・ 実施者 ：2名 

・ 備 考 ： 

・ホームページからの問い合わせ 2件 

・メールマガジン配信先：会員 24名、会員外 51名 

エ 教材貸出 

・ 内 容 ：行政・自治体・企業・学校・団体等における環境教育・環境学習及びイベント等への

教材及び普及啓発ツールの貸出 

・ 備 考 ：実施なし 

③ その他この法人の目的を達成するための事業 

ア 横浜市地球温暖化対策推進協議会参加事業 

・ 内 容 ：地球温暖化対策の市民への普及啓発とその実施推進及び他団体との連携協力 

・ 場 所 ：横浜市役所、横浜市温暖化対策推進協議会事務所等 

・ 実施者 ：3名 

イ さがみはら地球温暖化対策協議会参加事業 

・ 内 容 ：環境学習､環境活動の実施推進及び他団体との連携協力 

・ 場 所 ：相模原市役所、相模原市立環境情報センター等 

・ 実施者 ：1名 

ウ チラシ、ポスター作製 

・ 内 容 ：チラシの内容を更新し印刷、環境教育で配布するパンフレットを印刷 

・ 実施者 ：2名 

・ 結 果 ：アース・エコ紹介パンフレット、省エネパンフレット各 500枚印刷、アース・エコ活

動紹介ポスター2種類印刷 

エ 環境教育テキスト、および環境教育における個々の実験説明マニュアルの作成及び更新事業 

・ 内 容 ：小・中・高等学校での環境教育、環境体験教室等での環境学習に利用するテキスト  

および個々の実験の説明マニュアル書の作成及び更新 

・ 結 果 ：環境教育における実験説明マニュアルを整備、省エネチャレンジ振り返りシートの内

容を見直し、今年度の環境教育で実施 

オ 教材作製及び整備 

・ 内 容 ：環境教育・環境学習の為の新規教材・プログラムの開発、および整備 

・ 実施者 ：2名 

・ 結 果 ： 

・工作教室のテーマとして、太陽電池等で発電した電気を蓄電器に蓄え、イラストパネルに取

り付けたLEDランプを点灯する等の新規工作テーマを開発し、地域環境学習 5会場で実施 

・「温度差発電」実験のプログラムを開発し、環境教育・環境学習に関する事業の一部で実施 
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カ 助成事業・寄附金・表彰応募実施事業 

・ 内 容 ：行政・自治体・企業等における助成事業・寄附金、表彰に応募（応募規定による） 

・ 結 果 ：横浜市市民協働推進部「よこはま夢ファンド」の助成金を申請し助成を受ける。 

キ インターンシップ学生受入事業 

・ 内 容 ：大学のインターンシッププログラムに協力し、インターン学生を受け入れる。 

・ 対象者 ：大学及びインターン学生 

・ 結 果 ：首都大学東京の学部学生 1名を受け入れ、環境教育・環境学習に関する事業の一部に

延べ 6日参加させる。 

以上 



　　　　　　　　　　　平成２５年度収支決算書

　　　　　　　　　　　　　　　（特定非営利活動に係る事業会計）

　　　　　　　　　　平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで

　　　特定非営利活動法人の名称 　　特定非営利活動法人　アース・エコ
(単位：円)

　　　　　　　科　　　　　　　　目 　　　　金　　　　　　額
Ⅰ　収入の部
　1　会費・入会金収入
　   　年会費 65,000 3000円*20他
　２　事業収入
　　①環境教育・環境学習に関する事業収入 606,400

　　②普及啓発事業収入 37,250

　　③その他事業収入 0

　３　寄付金 61,952

　４　助成金 70,000

　５　預金利息 399

　　　　　　　　当期収入合計（Ａ） 841,001
　　　　　　　　前期繰越収支差額 2,622,486
　　　　　　　　　　収入合計（Ｂ） 3,463,487

Ⅱ　支出の部
　１　事業費 571,766
　　①環境教育・環境学習に関する事業費 436,105
　　　福利厚生費 97,300
　　　運送通信費 90,270
　　　交通費 201,250
　　　消耗品費 37,771
　　　事務用品費 9,114
　　　雑　費 400

　　②普及啓発事業費 102,651
　　　福利厚生費 17,500
　　　運送通信費 16,920
　　　交通費 38,760
　　　消耗品費 2,745
　　　事務用品費 10,685
　　　諸会費 13,940
　　　雑　費 2,101

　　③その他事業費 33,010
　　　福利厚生費 2,100
　　　交通費 16,750
　　　消耗品費 8,180
　　　賃借料 900
　　　諸会費 5,000
　　　雑　費 80

　２　管理費 348,108
　　　給料手当 123,200
　　　福利厚生費 1,400
　　　運送通信費 11,215
　　　交通費 23,870
　　　消耗品費 6,888
　　　事務用品費 37,055
　　　地代家賃 126,000
　　　保険料 1,380
　　　賃借料 16,800
　　　雑　費 300

　　　　　　　　当期支出合計（Ｃ） 919,874
　　　　　　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） -78,873 
　　　　　次期繰越収支差額（B)－（C) 2,543,613

  



　　　　　　　　　　　貸　借　対　照　表

　　　　　　　　　　　　　　（特定非営利活動に係る事業会計）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年３月３１日現在

　　　特定非営利活動法人の名称 　　特定非営利活動法人　アース・エコ
（単位：円）

　　　　　　　科　　　　　　　　目 　　　　　　金　　　　　　額

Ⅰ　資　産　の　部

　1　流動資産
　  　現金預金 2,543,613
　　  売掛金 33,600
　　　前払費用 130,800
 　 　流動資産合計 2,708,013

　２　固定資産
　　　器具備品 0
　　　固定資産合計 0

　　　資　産　合　計 2,708,013

Ⅱ　負　債　の　部

　１　流動負債
　　　未払費用 240,788
　　　前受金 2,000
　　　流動負債合計 242,788

　２　固定負債
　　　長期借入金 0
　　　固定負債合計 0

　　　負　債　合　計 242,788

Ⅲ 　正味財産の部

　　　正味財産 2,465,225

　　（当期正味財産増加額） -205,513 

     負債及び正味財産合計 2,708,013



　　　　　　　　　　財　産　目　録

　　　　　　　　　　　　　　（特定非営利活動に係る事業会計）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年３月３１日現在

　　　特定非営利活動法人の名称 　　特定非営利活動法人　アース・エコ
(単位：円)

　　　　　　　科　　　　　　　　目 　　　　　　金　　　　　　額

Ⅰ　資　産　の　部

　1　流動資産
　  　現金預金　　現金手許有高 191,574
　　　普通預金 1,730,072
　　　定期預金 621,967
　　  売掛金 33,600
　　　前払費用 130,800
 　 　流動資産合計 2,708,013

　２　固定資産
　　　器具備品 0
　　　固定資産合計 0

　　　資　産　合　計 2,708,013

Ⅱ　負　債　の　部

　１　流動負債
　　　未払費用 240,788
　　　前受金 2,000
　　　流動負債合計 242,788

　２　固定負債
　　　長期借入金 0
　　　固定負債合計 0

　　　負　債　合　計 242,788

Ⅲ 　正味財産の部

　　　　　正味財産 2,465,225


